
はじめに

　リュウキュウアユ Plecoglossus altivelis ryukyuensis 

Nishida, １９８８ は、サケ目 Salmoniformes　アユ科 

Plecoglossidae に属する両側回遊魚である。本種は

奄美大島と沖縄島のみに分布し、日本本土に分布

するアユ P. altivelis altivelis Temminck et Schlegel, 

１８４２ とは遺伝的、形態的、生態的に異なり（川那

部、１９７２；諸喜田ほか、１９７５；Nishida, １９８５, １９８６；

Nishida and Sawashi, １９８７；関ほか、１９８８）、琉球

列島の固有亜種として記載されている（Nishida, 

１９８８）。

　リュウキュウアユは、１９７０年代初頭に沖縄島北

部の１０河川に生息していたことが報告されている

が（川那部、１９７２）、その後の乱開発による河川環

境の悪化によって急激にその数を減らし（諸喜田

ほか、１９７５）、１９７８年の記録を最後に沖縄島では絶

滅したとされている（西田、１９９１）。

　１９８０年代に入ると、沖縄県名護市源河川流域の

住民を中心に、沖縄島にリュウキュウアユを復活

させようという運動が起こり、その一貫として、

１９９２年と１９９３年に福地ダムへ奄美大島川内川産の

リュウキュウアユを親魚とする人工種苗が放流さ

れ、本亜種の陸封化が試みられた（池原・諸喜田、

１９９４）。その後の追跡調査では、毎年、福地ダムに

生息するリュウキュウアユの自然条件下での産卵、

孵化、遡上が確認されており、リュウキュウアユ

は福地ダムに定着したと考えられている（沖縄総

合事務局北部ダム事務所、１９９４；大野、１９９７；内

間、１９９８）。また、遺伝学的に、この陸封個体群は

起源である奄美大島の南東集団を保全するための

有用なストック集団だと考えられている（池田ほ

か、２００１）。

　本研究では、２００３年における福地ダムの陸封個

体群動態を明らかにすることを目的とする。

方法

１．調査地

１）福地ダムとサンヌマタ川の概要

　福地ダムは、沖縄県国頭郡東村字川田小字中上

原地先の標高８６.５mに位置する、集水面積３２.０k m 、　２

湛水面積２.５４k m 、最大水深８４.７mの沖縄県最大の多　２

目的ロックフィルダムである。第二次大戦後、１９６９

年に琉球列島米国民政府により着工され、沖縄の

日本復帰後には沖縄開発庁が事業を継承し、１９７４

年１２月に完成した（沖縄総合事務局北部ダム事務

所、１９９４）。本ダム湖はpH６.７～８.４の中栄養湖であ

り、亜熱帯地方にあるため、水温が１２～３３℃と高

い（沖縄総合事務局北部ダム事務所、１９９５）。

　この福地ダムには、イエラノマタ川、ハラマタ

川、サンヌマタ川、大泊川の４本の流入河川があ

る。流入河川のうち、リュウキュウアユは主にサ

ンヌマタ川に生息している（冨田、１９９５）。サンヌ

マタ川は、全長約５.３km、貯水池への流入部（バ

ックウォーター）の川幅が約２mの小規模な河川

である。バックウォーターから１.９８km上流には、

リュウキュウアユがそれ以上遡上できない落差約

２mの魚止めの滝がある。リュウキュウアユが生

息しているのは、この約２.０kmの区間であり、こ

の生息域の川幅は平均５.５m、河川型（可児、１９７１）

はAaからAa-Bb移行型である。

　サンヌマタ川のバックウォーターから下流約

２.３kmの区間は水路状になっており、ダム湖本体
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の開けた水域につながっている。サンヌマタ川の

バックウォーターから下流約１kmの地点には、福

地ダムと安波ダムをつなぐ調整水路の注水口があ

り、福地ダムの水位が低下すると、この注水口か

ら安波ダムの水が放水される。

２）リュウキュウアユの陸封化の経緯

　福地ダムへのリュウキュウアユの放流は、１９９２

年と１９９３年におこなわれた。１９９２年７月１日には

和歌山県内水面漁業センターで種苗生産した３８０

個体を、１９９３年６月９日、１７日、７月１日には鹿

児島大学水産学部で種苗生産した４２０個体と名護

市源河区のリュウキュウアユ種苗センターで生産

した７８０個体の計１,２００個体をサンヌマタ川に放流

した。いずれの場合も親魚には奄美大島東部に位

置する川内川で採集した個体を継代飼育した個体

を用いている。その後、福地ダム湖内での再生産

が確認されたことから、放流はおこなわれず、リ

ュウキュウアユは自然繁殖によってその個体群を

維持している（沖縄総合事務局北部ダム事務所、

１９９４；大野、１９９７；内間、１９９８）。

２．調査方法

（１）調査場所

　２００３年４月～２００４年３月に毎月１回、福地ダム

貯水池とその流入河川であるサンヌマタ川におい

て調査と採集をおこなった。サンヌマタ川におけ

る調査区間はバックウォーターから約１.９８km上

流の魚止めの滝までとした。

（２）リュウキュウアユの生息個体数の調査

　サンヌマタ川におけるリュウキュウアユの生息

個体数を毎月１回、スノーケリングによる目視で

水中を観察、計数した。

　投網、三重刺網、友釣りを併用し、サンヌマタ

川に生息するリュウキュウアユを採集した。採集

した個体は現場で標準体長をノギスで０.１mmの精

度で測定した。

（３）リュウキュウアユの産卵状況の調査

　２００３年１１月～２００４年３月に毎月１回、サンヌマ

タ川において産卵床の観察とリュウキュウアユの

産卵をスノーケリング、または陸上からの目視で

観察した。

（４）遡上個体の採集

　２００４年１～３月にサンヌマタ川のバックウォー

ター付近で、河川に遡上してきた個体をスノーケ

リングにより、たも網を用いて採集した。採集し

た個体は直ちに標準体長を測定した。

結果と考察

１．リュウキュウアユの流程分布と個体数

　２００３年４月の調査開始時点で確認されたリュウ

キュウアユは１,９９３個体であった（図１）。５月に

は、２,８１４個体に達したが、その分布の中心は調査

範囲の下流側に偏っていた（図２）。６月になると

確認数が８,７０４個体に急激に増加し、分布範囲も

中・上流域に移動し始めた（図３）。７月には確認

数が５,４７６個体に減少した（図４）。その後、８月

３,４７８個体（図５）、９月５,０９２個体（図６）、１０月３,０５７

個体（図７）とやや変動は見られるものの減少傾

向を示した。１１月になると分布が下流域に極端に

偏りはじめ、確認数は２,９０７個体となった（図８）。

産卵が開始された１２月には２,６１２個体となり、上流

域にはほとんど見られなくなった（図９）。２００４年

１月になると確認数は９６７個体に減少し、中流域に

分布していたものがさらに下流に移動した（図１０）。

２月の個体数は、ほぼ横ばいの７１１個体で、分布は

さらに下流に移動した（図１１）。３月になると２００４

年度の加入群が河川に遡上し、確認数が９３３個体に

増加した。この時点で加入個体は、調査範囲の主

に下流に分布していたが、すでに中流域に達した

ものも確認された。

　１９９４年に福地ダムにリュウキュウアユを放流以

来、毎月その個体数を調べてきたが、その間の最

大確認個体数は２,８４５～１４,７４５個体で変動してきた。

今年確認された最大個体数８,７０４個体は、過去３年

（２００１年度：９,２１０個体、２００２年度：９,９３１個体）ほ
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ぼ横ばいの状態にある。福地ダムのリュウキュウ

アユ個体群は、放流後１２年を経て安定した状態に

入ったものと考えられた。しかし、後述するよう

に２００３年度は稀に見る渇水の年で産卵が極めて不

調に終わった。このため、２００４年度の個体数がど

う変動するかが、今後の福地ダム陸封個体群の将

来を予測する重要な年になると考えられた。

２．産卵状況

　２００３年度のリュウキュウアユの産卵は、２００３年

１２月～翌年２月に観察された。この期間の河川水

温は１３.８～２１.０℃ だった。この年度は、３０年ぶり

の渇水の年にあたり、ダム貯水池の水位は月を追

うに従い低下し、その影響を受けて流入河川の貯

水池への流入場所も経月的に後退した。例年、産

卵は１１月上旬に始まり３月上旬まで継続されるが、

今年度は水温がなかなか低下せず、産卵が始まっ

た時期が１ヶ月遅れた上、渇水による水位の低下

で産卵の終了が１ヵ月早く、実質の産卵期間が３

ヵ月であった。これまでに観察された最長の産卵

期間（１０月から３月の６ヵ月間）の約半分であっ

た。これが２００４年度の加入個体数にどのように影

響を及ぼすかは、継続的なモニタリングが必要で

ある。
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